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　2025 年度に、能登半島地震の被災地支援対象校のひ
とつとして備品を贈った、石川県輪島市立輪島中学校か
ら写真とメッセージが届きました。
　届いたのは、体育館でカラーコーンを使っている生徒
の写真。保健体育の授業でウォーミングアップをしてい
る姿です。
　同校は能登半島地震によって施設や設備などに大きな
被害を受けました。福光明校長によると、「体育備品で
使用していたカラーコーンは、現在も危険場所との隔離

に使用されたり、破損してしまったりして、授業で使用
できるものがない状態だった」といいます。そのため、
今回の支援で、生徒が使うためのカラーコーンを希望す
ることにしました。「生徒たちも新しいコーンで気持ち
よくウォーミングアップに参加し、楽しんでいる様子が
うかがえた」とのことでした。
　財団には輪島中のほかにも、多くの支援先から写真が
寄せられています。今月号の 2面でまとめて紹介してい
ますので、ご覧ください。

　新年度が始まり、２ヵ月が過ぎまし
た。新しくベルマーク活動の担当になっ
た保護者の皆さん、委員会活動やサーク
ル活動で取り組みはじめた児童・生徒・
学生の皆さんの中には、「ベルマーク運
動って何だろう？」「何から始めたらい
いの？」という疑問をもっている方がい
るかもしれません。
　そのような疑問にお答えするため、財
団ホームページで「バーチャル説明会
2026」（https://www.bellmark.or.jp/fo
undation/30006745/）を公開しました。
すでに活動はしているものの、集めた
マークの使い道を知らない方や、長年活
動に携わっているからこそ最新情報を知
りたい方も、このページを活用してみて
ください。

　バーチャル説明会は、ベルマーク運動
が始まった背景、教育支援につながる仕
組み、支援の具体的な内容などをまとめ
た動画「未来を育むベルマーク（2026
年度版）」から始まり、「運動の現状」「『基
本ルール』と各種資料の使い方」「活動
の事例集」と続きます。
　「運動の現状」では、小・中学校の参
加率や寄贈マークの到着件数、支援の原
資の説明をしたほか、ソフト事業「教育
応援隊」にも触れました。
　「『基本ルール』と各種資料の使い方」
は、活動の進め方や財団から届く資料の
内容を、実務の流れに沿って説明した動
画です。
　「活動の事例集」は、参加団体の活動
例をもとに作っています。ベルマーク活

動をより有意義なものにしようと工夫を
凝らした活動例が、全国にはたくさんあ
ります。イメージを持ってもらいやすい
よう、実際の活動風景を撮った写真を多
く使いました。
　活動方法をもっと掘り下げて知りたい
方のために、個別の記事の URL も掲載
しました。休止していた活動を再開して
軌道に乗せた小学校、生徒が主体となっ
て活動している中学校、小学生と保護者
が一緒に取り組める社会貢献活動として
ベルマークを活用している例です。この
3つの例以外にも、財団ホームページで
はさまざまな活動例を紹介しています。

◇
　協賛会社からも情報が寄せられまし
た。キユーピー（ベルマーク番号 07）、

クレハ（同 10）、ショウワノート（同
53）、クツワ（同 55）、湖池屋（同 77）
からのお知らせです。マークが付いてい
る商品の紹介や、オリジナルのベルマー
ク集票シート、SDGs を分かりやすく伝
えるアニメーション、小学生向け社会科
見学や PTA 向け講演会の案内、豪華賞
品が当たるキャンペーンの告知など、さ
まざまな情報が集まりました。

◇
　最後に、ベルマーク預金を貯めるもう
一つの方法「ウェブベルマーク」につい
ても紹介しています。運営はウェブベル
マーク協会です。

◇
　2026 年度もベルマーク運動をどうぞ
よろしくお願いいたします。

「バーチャル説明会2026」公開／協賛会社からのお知らせも
活動の進め方、まとめました

石川・輪島市立輪島中から感謝メッセージ
2面で、支援先から届いた写真をまとめて紹介

新品のカラーコーンを使ってウォーミングアップ
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〈マーク寄贈者〉　4月 21 日～ 5月 20 日
　▼北海道　佐々木俊哉　西澤智香子　高橋み
ちこ　北村直子　佐々木尚子　ネッツトヨタ旭
川㈱かぐらがおか店　佐々木和子　菅原歩美
　金次夏美　NTT ファイナンス㈱北海道ブロ
ック　匿名希望▼岩手県　朝倉柊太　岩手県診
療放射線技師会　遠畑聡樹　木村アサ子・睦　
匿名希望▼宮城県　伊藤佐緒里　石川和絵　
藤永玲子　八木沼和子　NTT 東日本東北グル
ープ　匿名希望▼秋田県　戸嶋祐子▼山形県　
佐藤真由美　奥山俊　正野裕子　匿名希望▼福
島県　大河原浩美　匿名希望▼茨城県　永野ま
さ江　松井律子　白鳥千里　野村清美　川島京
子　中島真奈美▼栃木県　きいろいさくらんぼ
　森田利枝　笠由紀　木田亜希子　北条淳子　
岸葉子　本庄雅美　森田栄▼群馬県　深津三千
代　吉田麻衣子　嶋村典子　竹部吉信　吉井百
合子　根岸美幸▼埼玉県　矢部みち子　㈱埼玉
りそな銀行霞ケ関支店　松浦道子　菊地里子　
野崎貴之　竹内寿治　星幸栄　酒井千佳子　天
野範子　大利根設計　湯浅始　笠井朝子　中村
会計　吉村悠乃　田口飛翔　甲斐立子　シマダ
カズオ　古味綾　髙原翔　中野みち子　鈴木富
美子　深貝啓子　照雄　匿名希望▼千葉県　石
井園美　棚橋美津子　関田元子　秋月美映子　
生野順子　鈴木利子　後藤文子　小島桂一　作
田静　池本泰子　藍場英光　稲葉晃太郎　向山
孝子　茂比呂美　長南弘子　匿名希望▼東京都
　㈱日立 LGデータストレージ　木村祥子　真
田和代　松山みどり　㈲菁映社　梶間清枝　小
峰功子　小栁祐一　谷山順子　トヨタモビリテ
ィパーツ㈱東京・山梨統括支社　ピエロ・デザ
インウィズ㈱　プルデンシャル・ジブラルタエ
ージェンシー㈱東京第三営業部　㈱日本旅行ビ
ジネスクリエイト　猪志穂　㈱ジェイテクト　
須田忠信　瀧上和良　西田眞佐子　三井住友カ
ード㈱　あいおいニッセイ同和損害保険㈱　
エクシオグループ㈱　松川禮子　宮川春美　
赤坂芳美　鮎澤寛之　笠原中子　早川ヨシエ

　保護猫カフェ Catio　天野洋子　岡島貞子　
小野笑子　小西早智子　鈴木淳之　徳矢まり江
　長瀬賀世　丸本和子　丸山洋子　山内操　安
島康裕　大熊順子　袖山和江　野久尾正子　張
替千代子　久田千珠子　山下麻衣子　森博之　
尾野均　㈱メンテックカンザイ　川上洋一　岸
田あさこ　太刀川忠良　中山成実　山田こずえ
　㈱モスフードサービス広報 IR・SDGs グルー
プ　石橋克適　小田久美子　折田薫　齋藤正己
　坂本逸子　阿部敏和　文化シャッター㈱　市
川佳世子　㈱ NTT カードソリューション　平
澤房枝　NTT ファイナンス㈱　㈱栃木屋　㈱
レスメッド　鎌田都　小杉加津子　森田幸子　
小野津久美子　Bread&cakefactoryhosoyama　
Confiamos 社会保険労務士事務所　高江泉　福
嶋政昭　三上　匿名希望▼神奈川県　佐野香代
子　長岡香　日限山コミュニティハウス　江ヶ
崎直美　副島美菜子　坂井直子　菅野薫　茂木
裕太　小代早苗　佐藤好恵　宮治久子　安井ふ
み子　菊池雅人　中村多佳子　福島実子　秋山
茂子　大野千春　宮崎貴之　佐野泰子　渋谷　
鈴木真理子▼新潟県　岡崎康生　手塚孝洋　田
辺加代子　富田奈那代　佐藤恵美子　パナソニ
ックエレクトリックワークス労働組合関東地区
協議会新潟分会　篠原まい▼富山県　スマイル
ぽぴー　山口美保　銀の車輪　匿名希望▼石川
県　清水久子▼福井県　西藤島小教養部　田中
奈央▼山梨県　依田農園　市川孝次　小松理沙
子　匿名希望▼長野県　池田辰文　一心流通シ
ステム㈲　カネテック㈱本社　匿名希望▼岐阜
県　土屋真理子　井貝未奈　川瀬由理　大形佳
弘　米津佐織　太田　後藤恵美子　匿名希望▼
静岡県　石川早智代　影山陽子　吉岡めぐみ　
松本さとみ　山下久枝　佐山薫　畠中将也　関
根麻綾　前澤桂子　匿名希望▼愛知県　永田め
ぐみ　松永尚登　田島啓子　NTP 名古屋トヨ
ペット㈱　㈱イズミック　竹内朋子　㈱牧自動
車　渡辺虹太　梶野田紀子　村上由美　太田幸
治　柴田幸子　鈴木琴葉　小川航汰　金沢智晴

　山内由美　森光さつき▼三重県　第一生命労
働組合三重支部　落合かをる　岡田　西岡弘毅
　長谷川真理子　鈴木朱美　鈴木清美　北村桂
子　㈱扇港電機　畑千夏▼滋賀県　小林雷希　
小野博子　戸川義治　深井千重子▼京都府　岩
川民子　勇啓子　田村裕美　ヒューマンライフ
ケア伏見グループホーム　植村佐智子　井上万
喜子　伊藤康子▼大阪府　大原泰子　辻井洋子
　小西裕子　東恵美子　金子幸枝　田中良次　
畑中裕子　東君江　宮武有佳子　赤尾フサ子　
橋本としみ　藤原かおる　桑原優　中尾健太郎
　西田　兵藤正章　山本佳愛　大池小　奥野雅
子　㈱京阪互助センター　土居善子　山﨑知代
　曽根富士子　小松理沙子　熊田真也　立山裕
美　物江富美子　レッツ倶楽部　松岡秀明　多
本ゆき枝　匿名希望▼兵庫県　石上栄　岡田長
佳　ソラ　キャタピラー日本労働組合明石地区
　西本　松村好文　山本龍二　尾崎晃子　上田
美智子　向井真子　福田登三枝　梶原誠　茶谷
高美　シキタニ　大谷眞智子▼奈良県　中村聖
子　おかい　中畑和美　山本里美　匿名希望▼
和歌山県　殿尾奏多▼鳥取県　永原千恵▼島根
県　安部治美▼岡山県　川手順子　鳥越多美子
　児島マリンプール　三井生協家庭会福祉委員
会　草野邦子　㈱林ケミック　匿名希望▼広島
県　パナソニックコネクト㈱　トヨタカローラ
広島㈱福山支店　二反田真由美　㈱七護エステ
ート　石川幸恵　匿名希望▼山口県　小川泰宏
　弘中隆子▼徳島県　川上ゆみ　高木透▼香川
県　四国労働金庫労働組合▼愛媛県　大下珠美
　四国ガス㈱宇和島支店　立正佼成会宇和島教
会▼福岡県　森義夫　㈱ピラミッド　鎌倉美幸
　梶原智佳　大庭英治　根井久美子　古賀由美
子　野口裕子　奥田智子　藤井希　木村摩里子
　高木郁代　富永英和▼佐賀県　損保ジャパン
㈱佐賀カスタマーセンター室　宮崎裕子　三好
聖子　中山亜美▼長崎県　久保山繫樹　山隈哲
士　匿名希望▼熊本県　牧山健二　松永しのぶ
▼大分県　吉原留美子　山中眞佐子　嶋崎光平

　井上義雄▼鹿児島県　薩摩黒温泉山華　伊敷
台福祉館・エムティビルサービス・伊敷台中央
町内会・ボーイスカウト鹿児島第 2団・本願
寺鹿児島別院・カフェギャラリーあがってん・
明治安田生命鹿児島東営業部・前原初代・鹿
児島信用金庫・南日本新聞・ガールスカウト
鹿児島県連盟・鹿児島市ボランティアセンタ
ー・かごしまベルマーク運動推進の会▼沖縄県
　与儀愛子▼　白石弘之　松井恵　空とぶ座布
団 Dr. モモンガ　㈱イトーヨーカ堂▼無記名＝
111 件

〈友愛援助申し込み〉　5月 1日～ 5月 31 日
　◆大阪府　松原公民館（松原市）

〈寄付（現金）〉　4月 21 日～ 5月 20 日
　▼埼玉県　匿名希望▼東京都　匿名希望

5 月
原町第一小	 福島県南相馬市	 10,010,561
東稙田小	 大分市	 6,005,270
土合小	 さいたま市桜区	 5,026,838
戸塚小	 横浜市戸塚区	 5,027,839
牟礼北小	 高松市	 5,053,847
庚午小	 広島市西区	 4,065,346
高清水小	 秋田市	 3,077,023
清水興津小	 静岡市清水区	 3,018,644
知立南小	 愛知県知立市	 2,008,244
田子小	 青森県田子町	 1,011,900
春江東小	 福井県坂井市	 1,027,188
大江小	 大阪市天王寺区	 1,029,539
山口大附属山口小　山口市	 1,002,107
蓮池小	 高知県土佐市	 1,002,826

　昨年度、財団が支援した学校から、贈った備品・教材
の活用風景の写真や感謝メッセージが寄せられました。
　まず、へき地校か
ら紹介します。山口
県の周南市立和田小
学校は、跳び箱など
の体操競技で使うロ
イター板と、机の奥
行きを伸ばすことが
できる天板拡張器具を希望しました。同校からは子ども
たちが書いたメッセージが届きました。メッセージには
感謝の言葉と、備品がどのように役立っているかなどが
記されています。このような寄贈があったことを、ベル
マーク運動のしくみとあわせて先生が全校朝会で紹介し
たところ、運動の意義に関心を持ち、「自分たちもマー
クを集めてみたい」と話した児童もいたそうです。
　次の写真は、運動
会の大玉送りリレー
の場面。岐阜県の郡
上市立高鷲北小学校
ではこれまでも大玉
を扱う種目があった
ものの、同校には大
玉がなく、近くの小学校から借りていました。子どもた
ちの様子について、「特に低学年にとっては身の丈以上

の大きさ。前が見えづらい中『もっと左！』『こっちだよ』
と声をかけあい、全身で運動を楽しめました」と教頭先
生は教えてくれました。
　兵庫県の姫路市立家
島中学校は、財団から
ワンタッチテントを贈っ
た学校です。ワンタッ
チテントは、手軽に組
み立てられることが特
徴です。品物が届いて
すぐ、合同防災訓練の炊き出しでさっそく使ってみた
ところ、「生徒が少ないので、設営が簡単なテントはと
ても助かりました」。合同防災訓練には、幼稚園から高校
生、地域の方までさまざまな人が参加します。寄贈品だ
と知ってもらえるように、「ベルマーク財団より寄贈い
ただいたテントです」という案内が貼られました。
　滋賀県の甲賀市立多羅尾小学校の子どもたちが遊んで
いるのはジャンボリングゴール。「極少人数のため、全
校で体育をしています
が、バスケットのゴー
ルが高く、なかなかバ
スケ型の運動ができ
ませんでした」と校長
先生。ジャンボリング
ゴールなら1年生でも

活用できます。さらに「休み時間にも、このゴールを使っ
た様々な遊びを自分たちで考えて、楽しんでいます」。
　東日本大震災被災地
支援対象校のひとつ、
岩手県の岩泉町立小本
小学校からも写真とコ
メントが届きました。
小規模の学校であるこ
とから、これまで子ど
もたちで持ち運ぶのが大変だったという跳び箱。そこ
で、跳び箱運搬車を希望することにしました。「学校予
算で運搬台を購入できたものの、あと１台分不足してい
ました」と副校長先生。今回の支援で贈ったこの1台で、
学校にあるすべての跳び箱に運搬台がつきました。「こ
れで、子どもたちの力で容易に運ぶことができます。あ
りがとうございました」。

◇
　下の 5枚も、2025 年度の支援先から届いた写真です。
左から、へき地校対象校の北海道倶知安町立西小学校樺
山分校（現在は閉校）、北海道寿都町立寿都中学校、特別支
援学校対象校の秋田県立比内支援学校、栃木県立足利特
別支援学校、島根県立石見養護学校です。複数の写真を
送ってくれた学校もありました。この紙面に載せきれな
かった写真は財団ホームページで公開しています。

ベルマーク寄贈者・友愛援助リスト（敬称略）

大台達成校

寄贈品が、学びの充実につながっています
2025年度の支援先から写真と感謝メッセージ

電子レンジ（倶知安町立西小学校樺山分校） ゲームベスト（寿都町立寿都中学校） ワイヤレスマイク（秋田県立比内支援学校） 的あてセット（栃木県立足利特別支援学校）　スポットクーラー（島根県立石見養護学校）
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